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Fukuroi City Council Newsletter

５月20日にメロープラザにおいて、メロプラフェス
タ2018が開催されました。テーマは、「あさばに生
きる喜びを実感しよう！！」。多機能ホールステージ
では、親子交流広場を利用している親子によるリズ
ム遊び（手遊びと体操）の発表がありました。

メロプラフェスタ
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◎
議
決
し
た
主
な
議
案

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
も
の
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の

た
め
に
、
4
億
3
6
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
3
2
7
億
8
6
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

 
 

 …
…
…
…
…
1
億
9
9
6
0
万
円

　

国
の
「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」
に
採
択
さ
れ

た
「
稼
ぐ
チ
カ
ラ
」
向
上
戦
略
19
事
業
及
び
「
日

本
一
健
康
文
化
都
市
」
実
現
戦
略
22
事
業
の
追
加

「
稼
ぐ
チ
カ
ラ
」
向
上
戦
略
事
業

◎
小
中
学
校
英
語
力
向
上
事
業
…
3
1
7
9
万
円

小
中
学
校
で
の
A
L
T
を
活
用
し
た
英
語
教
育

の
実
施

◎
県
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
と
し
た

着
地
型
観
光
魅
力
創
出
事
業
…
2
2
7
0
万
円

風
鈴
ま
つ
り
・
街
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

花
火
補
助

◎
愛
野
駅
周
辺
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
整
備
事
業　
　
　
　

…
1
5
0
0
万
円

愛
野
駅
構
内
へ
の
観
光
情
報
等
発
信
用
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
整
備

「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
実
現
戦
略
事
業

◎
I
C
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
発
信
事
業

…
1
1
0
0
万
円

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
子
育
て
世
代
な
ど

へ
の
地
域
づ
く
り
情
報
発
信
・
縁
づ
く
り

◎
健
康
意
識
啓
発
事
業　
　
　
　

…
9
3
3
万
円

　

出
張
保
健
セ
ン
タ
ー
、
健
康
測
定
機
器
購
入

●
各
種
道
路
整
備
事
業
に
お
け
る
国
県
補
助
内
示
に

伴
う
事
業
費
の
変
更
 
…
…
1
億
4
7
9
7
万
円

●
袋
井
駅
南
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
国
県
補
助
内

示
に
伴
う
事
業
費
の
変
更
 
…
…
9
5
2
0
万
円

6月定例会

市
長
提
出
議
案
は
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意

　

市
議
会
は
、
6
月
定
例
会
を
6
月
4
日
か
ら
6
月
28
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
袋
井
市
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
8
議
案
と
5
件
の
報
告

及
び
議
員
か
ら
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
2
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

遠州三山風鈴まつり（法多山）遠州三山風鈴まつり（法多山）
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●
民
間
保
育
所
（
袋
井
駅
南
）
建
設
費
補
助
事
業
 

 
 

 

 
…
…
…
…
…
…
…
…
6
5
1
2
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
 
…
…
1
7
5
7
万
円

　

平
成
30
年
10
月
診
療
分
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
」
の
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
、
高
校
生

年
代
の
18
歳
ま
で
拡
充

条
例
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

国
の
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
が
平
成
30
年
4
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
資
格
要
件
を
拡
大
す
る
た
め
、
条
例
を
一

部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

人
事
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

市
内
に
11
人
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
平

成
30
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
委

員
に
つ
い
て
、
市
長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候
補
者

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
30
年
10
月
1
日
か
ら
3
年
間
で

す
。

 

・
白
畑 

逸
朗
（
新
屋
）
新
任

専
決
処
分
の
承
認 

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

意
見
書
（
要
旨
）

●
特
別
支
援
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
更
な
る
財

政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

特
別
支
援
学
級
の
編
制
基
準
は
1
学
級
8
名
と

な
っ
て
い
る
が
、
担
任
1
人
で
8
人
の
子
ど
も
た

ち
に
対
応
す
る
の
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
よ
っ

て
、
特
別
に
配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
、
保
護
者

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
国
及

び
静
岡
県
に
お
い
て
は
次
の
事
項
に
対
す
る
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◎
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
増
加

に
鑑
み
、
抜
本
的
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
1
）特
別
支
援
学
級
の
学
級
編
制
基
準
を
見
直

す
こ
と
。

（
２
）小
学
校
で
は
低
学
年
と
高
学
年
で
、
中
学
校

で
は
学
年
ご
と
の
学
級
編
制
を
す
る
こ
と
。

◎
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
等
に
お
け
る
特
別
支
援
教

育
を
充
実
す
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配

置
に
係
る
地
方
財
政
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
静
岡
県
知
事
、

静
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て

●
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　

中
小
企
業
へ
の
支
援
策
を
拡
充
し
な
が
ら
最
低

賃
金
を
引
き
上
げ
、
生
活
で
き
る
水
準
の
最
低
賃

金
を
確
立
し
、
そ
れ
を
基
軸
と
し
て
生
活
保
護
基

準
、
年
金
、
農
家
の
自
家
労
賃
、
下
請
単
価
、
家

内
工
賃
、
税
金
の
課
税
最
低
限
度
等
を
整
備
す
れ

ば
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
不
況
に
強
い
社
会

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
強

く
要
望
す
る
。

◎
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
す
た
め
に
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。

◎
地
域
間
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
進

め
る
こ
と
。

◎
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
直
接

支
援
と
し
て
中
小
企
業
と
そ
こ
で
働
く
労
働
者

の
社
会
保
険
料
負
担
や
税
の
減
免
制
度
を
実
現

す
る
こ
と
。

◎
雇
用
の
創
出
と
安
定
に
資
す
る
政
策
を
実
施
す

る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
あ
て
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市政に対する 一般質問
問 

司
法
書
士
・
行
政
書
士
等
が
相
続
、

登
記
な
ど
を
理
由
に
、
市
民
の
戸
籍
や
住

民
票
を
取
得
し
た
際
、
取
得
さ
れ
た
本
人

に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
制
度
は
、
人
権

と
個
人
情
報
を
守
る
上
で
必
要
。
そ
の
制

度
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答 

国
や
県
、
周
り
の
市
町
と
相
談

も
し
て
い
き
た
い
。

問 

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
多

発
。家
族
が
運
転
免
許
返
納
を
勧
め
て
も
、

本
人
は
車
を
手
放
す
こ
と
が
即
不
自
由
な

生
活
に
な
る
と
思
い
、
踏
み
切
れ
な
い
。

移
動
手
段
の
確
保
の
た
め
シ
ニ
ア
カ
ー
を

購
入
す
る
際
、
助
成
金
支
給
が
で
き
な
い

か
。答 

今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
。

問 

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
、
歩
道
と
車
道
の
段
差
解
消
が
不
可

欠
で
あ
る
。
現
状
を
調
査
し
、
来
年
度
段

差
解
消
の
予
算
化
の
検
討
を
。

答 

既
存
の
歩
道
は
対
象
箇
所
が
多

く
、
改
良
に
は
多
く
の
費
用
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
を
調
査
し

た
上
で
優
先
順
位
を
定
め
て
対
応
し

た
い
。

竹
野 　

昇 

議
員

問 

長
泉
町
で
は
中
学
2
年
生
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
無
料
で
始
め
る
と
の
こ
と
だ

が
、
本
市
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 

検
診
の
目
的
で
あ
る
が
ん
の
早

期
発
見
・
治
療
に
つ
い
て
中
学
生
か

ら
の
検
診
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
わ

か
る
が
、
費
用
対
効
果
の
面
で
中
学

生
の
検
診
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

問 

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

を
減
ら
す
た
め
に
も
、
免
許
証
返
納
に
対

し
て
本
市
は
ど
の
よ
う
な
特
典
が
あ
る

か
。答 

本
年
度
か
ら
運
転
経
歴
証
明
書
の

交
付
手
数
料
1
1
0
0
円
の
う
ち

5
0
0
円
を
交
付
し
て
い
る
。
今
後
も

様
々
な
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問 

メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
・
近
藤
記
念
館
・
浅

羽
図
書
館
・
郷
土
資
料
館
と
コ
ラ
ボ
し
て

来
館
者
を
増
や
す
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。答 

こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
さ
れ
た

方
が
茶
文
化
資
料
館
に
足
を
延
ば
す

案
内
掲
示
や
施
設
回
遊
型
イ
ベ
ン

ト
、合
同
講
座
の
企
画
な
ど
に
よ
り
、

全
て
の
施
設
の
利
用
者
が
増
え
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

山
田 

貴
子 

議
員

戸
籍
等
第
三
者
取
得
の
際
、

本
人
通
知
制
度
を

免
許
返
納
後
の
シ
ニ
ア
カ
ー

購
入
費
助
成
を

自
転
車
・
シ
ニ
ア
カ
ー
等

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

医
療
費
削
減
に
向
け
て

袋
井
市
茶
文
化
資
料
館

免
許
証
返
納
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
の
特
典

高齢者の移動手段となるシニアカー

袋井市茶文化資料館
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問 

小
学
校
、
中
学
校
で
の
熱
中
症
対
策

は
ど
う
か
。

答 

各
小
中
学
校
で
は
、
熱
中
症
計

を
設
置
し
て
い
る
。
気
温
や
湿
度
、

気
流
な
ど
を
計
測
し
、
熱
中
症
予
防

運
動
指
針
に
従
っ
て「
運
動
の
禁
止
」

や
「
厳
重
警
戒
」
な
ど
を
廊
下
や
昇

降
口
に
表
示
す
る
と
と
も
に
、
放
送

で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

答 

今
年
度
、「
大
人
の
社
会
科
見

学
」
な
ど
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
が
目
指

す
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に

も
、
タ
ス
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
労

働
力
を
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
た
い
。

問 

風
水
害
に
対
す
る
市
と
自
主
防
災
隊

と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答 

自
主
防
災
隊
の
役
割
と
し
て
、
大

雨
時
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に

よ
る
河
川
の
水
位
や
浸
水
状
況
の
監

視
、
避
難
誘
導
な
ど
が
あ
る
。
同
報
無

線
や
メ
ロ
ー
ね
っ
と
に
よ
る
市
か
ら
の

情
報
提
供
や
、
正
し
い
情
報
の
も
と
に

早
め
の
避
難
行
動
を
促
す
な
ど
、
取
る

べ
き
行
動
の
共
有
化
を
図
り
た
い
。

近
藤 

正
美 

議
員

問 

茨
城
県
で
電
力
会
社
と
原
発
周
辺
自

治
体
が
、
新
た
な
協
定
を
結
ん
だ
。
市
長

の
見
解
は
。

答 

原
発
を
再
稼
働
す
る
際
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ

圏
内
（
原
発
か
ら
30
キ
ロ
以
内
）
の
自

治
体
か
ら
も
事
前
了
解
を
得
る
仕
組
み

を
協
定
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
大
変

意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問 

本
市
が
中
部
電
力
と
締
結
し
た
安
全

協
定
は
、
不
十
分
な
も
の
で
、
茨
城
県
で

の
新
協
定
に
倣
っ
て
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答 

新
た
な
安
全
協
定
締
結
に
は
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
現

在
の
5
市
2
町
の
協
定
に
は
再
稼
働

に
関
す
る
明
確
な
事
前
同
意
の
表
現

は
な
い
。
今
後
、
御
前
崎
市
や
掛
川

市
な
ど
の
原
発
地
元
4
市
が
事
前
同

意
の
勉
強
会
を
行
う
と
聞
い
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
動
き
を

注
視
し
、
U
P
Z
圏
内
5
市
2
町
で

意
見
を
交
わ
し
て
い
き
た
い
。

問 

昨
年
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
見
直
し
た
が
、
そ
の
推
定
を
、
0
歳
児
人

口
で
も
、利
用
希
望
率
で
も
大
幅
に
上
回
っ
た
。

来
年
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
で
き
る
の
か
。

答 

31
年
4
月
開
園
の
「
ル
ン
ビ
ニ

あ
ゆ
み
園
」
は
、
0
歳
児
9
人
、
1

歳
児
18
人
、
計
27
人
の
増
と
な
る
。

ま
た
、
小
規
模
保
育
施
設
の
新
設
意

向
も
あ
り
、
待
機
児
童
解
消
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

熱
中
症
対
策
は

防
災
へ
の
取
り
組
み
は

「
安
全
協
定
」
の
見
直
し
を

待
機
児
童
ゼ
ロ
は
最
重
要
課
題

3 D
ays W

orker , s O
ffi  ce

構
想
の
取
り
組
み
は

大人の社会科見学（デンマーク牧場）

小規模保育施設「ハローきっず」
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市政に対する 一般質問
問 

3
カ
所
あ
る
市
所
有
プ
ー
ル
で
水
泳

教
室
を
行
え
ば
、
保
護
者
、
教
員
の
負
担

軽
減
、
安
全
性
も
向
上
す
る
の
で
は
。

答 

市
所
有
プ
ー
ル
で
各
学
校
の

プ
ー
ル
開
放
を
受
け
入
れ
る
余
地
は

少
な
く
、
送
迎
や
使
用
料
等
の
課
題

も
あ
る
。
地
域
や
保
護
者
の
方
と
相

談
し
、
引
き
続
き
学
校
の
プ
ー
ル
開

放
の
回
数
を
決
め
て
い
き
た
い
。

問 

外
国
人
の
方
に
も
使
え
る
外
国
語
表

記
の
メ
ロ
ー
ね
っ
と
の
配
信
を
求
め
る
。

答 

ま
ち
の
国
際
化
を
推
進
し
て
い

る
本
市
の
課
題
で
あ
る
情
報
の
多
言

語
化
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
の
改
修

等
に
よ
り
、
必
要
な
情
報
が
効
果
的

に
伝
わ
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
。

問 

平
成
29
年
6
月
、
更
な
る
質
の
向
上

の
重
要
性
、
必
要
性
を
質
問
し
た
。
平
成

30
年
6
月
、
厚
生
労
働
大
臣
は
質
の
向
上

も
含
め
新
計
画
を
策
定
す
る
と
発
表
し
た

が
、市
も
新
た
な
計
画
を
作
る
べ
き
で
は
。

答 

現
時
点
で
は
、
国
の
新
た
な
計

画
の
詳
細
が
正
式
に
示
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、
そ
の
内
容
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

木
下 　

正 

議
員

問 

公
共
下
水
道
区
域
以
外
の
区
域
に
お

け
る
浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
が
公
共
下
水

道
使
用
料
と
比
較
し
て
個
人
の
負
担
す
る

金
額
が
割
高
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
維
持

管
理
に
係
る
補
助
金
を
創
設
す
る
考
え

は
。答 

汚
水
処
理
の
方
法
に
よ
り
個
人

の
負
担
に
差
が
生
じ
て
い
る
現
状
を

改
善
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
対
象
と
し
て
法
定
検
査
料
を
含
む

維
持
管
理
費
に
対
し
て
の
補
助
金
を

平
成
32
年
度
か
ら
創
設
し
て
い
き
た

い
。

問 

浄
化
槽
は
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
適
正
に
検
査
は
行
わ
れ
て

い
る
か
。

答 

法
定
検
査
の
受
検
率
は
検
査
の

必
要
性
な
ど
の
理
解
不
足
か
ら
低
調

で
あ
る
。
今
後
、
法
定
検
査
を
受
検

す
る
よ
う
、
県
と
と
も
に
周
知
・
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

教
育
施
設
に
お
い
て
計
画
に
基
づ
い

た
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
防
災
組
織

の
合
同
防
災
訓
練
の
状
況
は
。

答 

災
害
対
応
の
基
本
方
針
は
、
子
ど
も

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
ず

は
子
ど
も
を
確
実
に
保
護
者
に
引
き
渡

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
育
所
・
幼
稚

園
は
毎
月
1
回
、
小
中
学
校
は
年
に
3
〜

6
回
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

村
井 

勝
彦 

議
員

小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
で
の

取
り
組
み
は

避
難
場
所
等
安
全
・
安
心
の

取
り
組
み
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

一
層
の
充
実
を

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

向
け
た
取
り
組
み
は

大
規
模
地
震
へ
の
対
応
に

関
す
る
取
り
組
み
は

メローねっと

引き渡し訓練（袋井南小学校）

登録用QRコード
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問 

公
用
車
へ
の
設
置
状
況
は
。

答 

現
在
、
1
7
9
台
の
う
ち
12
台

に
設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
車
両
更

新
時
を
基
本
と
し
て
順
次
設
置
し
て

い
き
た
い
。

問 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
走
る
防
犯
カ
メ
ラ
と
言
わ
れ
て
い
る

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

答 

公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
設
置
は
、
職
員
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上
や
交
通
事
故
発
生
時
の

責
任
の
明
確
化
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、

街
中
で
犯
罪
や
交
通
事
故
が
発
生
し

た
際
に
は
、
関
係
者
や
該
当
車
両
の

特
定
に
寄
与
す
る
な
ど
、
事
件
や
事

故
の
早
期
解
決
等
に
役
立
つ
も
の

で
、
走
る
防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
犯
罪

の
抑
止
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
設
置

効
果
が
見
込
ま
れ
る
車
両
に
つ
い
て

は
、
車
両
更
新
時
に
限
ら
ず
、
設
置

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

高
齢
者
の
健
康
と
医
療
費
抑
制
の
た

め
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
接
種

率
と
、
接
種
率
向
上
の
た
め
の
本
市
の
取

り
組
み
は
。

答 

本
市
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
の
接
種
率
は
約
42
%
で
、
対
象
年
齢

の
方
へ
の
年
度
初
め
の
通
知
の
発
送
や

広
報
ふ
く
ろ
い
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
に
よ
る
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

森
杉 

典
子 

議
員

問 

現
状
、
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な
行
政

指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答 

土
地
利
用
事
業
（
1
0
0
0
㎡

以
上
）
に
該
当
す
る
も
の
は
、
地
域

へ
の
事
前
説
明
や
自
治
会
長
や
隣
地

の
同
意
を
得
る
よ
う
指
導
す
る
ほ

か
、
施
設
の
適
切
な
管
理
や
周
辺
の

景
観
に
配
慮
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。
ま
た
、
農
地
転
用
事
業
に
係
る

事
業
に
つ
い
て
も
、
隣
地
の
承
諾
や

周
辺
の
営
農
環
境
や
生
活
環
境
に
支

障
が
な
い
か
な
ど
、
転
用
後
の
適
切

な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問 

市
独
自
の
条
例
を
制
定
し
、
指
導
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答 

太
陽
光
発
電
の
推
進
は
必
要
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
環
境
や
景
観
の

破
壊
、
設
置
後
の
撤
去
な
ど
を
考
え
る

と
、
一
定
の
条
件
を
付
し
て
事
業
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も

条
例
あ
る
い
は
行
政
指
導
方
針
等
の
制

定
に
向
け
鋭
意
検
討
し
た
い
。

問 

本
市
の
防
潮
堤
が
完
成
し
た
状
態
で

の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
作
成
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答 

い
ず
れ
作
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、

防
潮
堤
が
整
備
途
中
で
の
作
成
は
、

か
え
っ
て
誤
解
を
招
く
恐
れ
も
あ
る

た
め
、
ま
ず
は
現
在
の
マ
ッ
プ
に
よ

り
、
命
山
な
ど
へ
の
避
難
訓
練
や
防

潮
堤
の
整
備
を
確
実
に
進
め
、
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

佐
野 

武
次 

議
員

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
活
用
状
況
は

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
取
り
組
み
は

太
陽
光
発
電
施
設
へ
の
対
応

津
波
防
災
対
策

ドライブレコーダーが設置されている市の公用車

湊命山
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市政に対する 一般質問
問 

固
定
資
産
税
の
課
税
保
留
に
係
る
対

象
数
は
。

答 

市
内
に
は
約
1
1
6
0
筆
、
面

積
で
は
19 

ha
の
土
地
が
所
在
者
不
明

と
な
っ
て
い
る
。

問 

国
が
進
め
て
い
る
森
林
環
境
税
を
活

用
し
た
振
興
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答 

森
林
環
境
税
は
、
平
成
31
年
度

創
設
、
平
成
36
年
度
課
税
に
向
け
、
平

成
31
年
度
か
ら
3
年
間
で
森
林
環
境

譲
与
税
と
し
て
袋
井
市
に
譲
与
さ
れ
、

平
成
31
年
度
は
年
間
約
4
0
0
万
円
、

平
成
34
年
度
か
ら
は
約
6
0
0
万
円

程
度
の
譲
与
を
想
定
し
て
い
る
。
振

興
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
か
ら

示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

新
体
制
と
な
っ
た
袋
井
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
に
市
が
期
待
す
る
事
は
。

答 

溝
口
紀
子
氏
が
新
会
長
に
就
任

し
、新
た
な
活
動
方
針
が
示
さ
れ
た
。

ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
等
の
拡

充
や
、
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て

の
諸
団
体
等
と
の
連
携
、
中
学
部
活

動
へ
の
指
導
員
派
遣
事
業
等
、
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
更
な
る
飛
躍
を

期
待
し
た
い
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

問 

本
市
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
、
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
地
域
で
の
関
わ
り
を
示
し
て

い
る
。
本
年
度
の
進
捗
状
況
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
市
の
協
議
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
長
合
同
会

議
に
お
い
て
、
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
と
、地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
、

地
域
内
の
支
え
合
い
の
必
要
性
や
今

後
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
説
明
を
し

た
。
さ
ら
に
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
健
康
相
談
や
講
座
を
行
う

出
張
保
健
セ
ン
タ
ー
を
開
始
し
て
い

る
。
現
在
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
地
域
の
自
助
・
互
助
に
関
す

る
新
た
な
取
り
組
み
の
提
案
は
ま
だ

な
く
、
今
後
多
く
上
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
き
た
い
。

問 

幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
需
要
予
測
を

各
施
設
や
地
域
ご
と
に
調
査
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
へ
の
取

り
組
み
は
。

答 

中
学
校
区
ご
と
に
0
歳
児
か
ら

5
歳
児
ま
で
の
幼
児
に
つ
い
て
は
予

測
を
し
て
い
る
が
、
施
設
ご
と
の
予

測
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
中
学

校
区
ご
と
の
予
測
デ
ー
タ
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
て
い
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

土
地
の
総
合
管
理
機
能

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

地
域
包
括
ケ
ア
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
需
要
調
査

森
林
政
策

第29回袋井クラウンメロンマラソン

出張保健センター
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問 

〝
ふ
じ
の
く
に
〞
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

を
拓
く
取
組
の
国
総
合
特
区
の
活
用
に
よ

り
、
西
同
笠
地
内
の
日
軽
エ
ム
シ
ー
ア
ル

ミ
株
式
会
社
工
場
跡
地
約
1
万
坪
に
企
業

誘
致
は
で
き
な
い
か
。

答 

同
工
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
同
社
の
処
分
方
針
を
前
提
に
、

進
出
企
業
に
対
す
る
国
総
合
特
区
の

支
援
措
置
を
含
め
積
極
的
な
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

袋
井
市
内
4
0
6
9
人
の
外
国
人
に

対
す
る
生
活
関
連
情
報
の
提
供
に
改
善
の

予
定
は
あ
る
か
。

答 

自
治
会
役
員
の
意
思
疎
通
が
困

難
と
の
意
見
も
あ
り
、
8
名
の
通
訳

職
員
に
よ
る
連
携
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
5
カ
国
語
へ
の
自
動
翻
訳
機
能

の
P
R
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問 

小
笠
山
国
有
林
部
分
を
、
自
治
体
に

よ
る
借
り
上
げ
方
式
に
よ
り「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

答 

倒
木
や
狭
い
尾
根
道
で
の
滑
落

な
ど
危
険
箇
所
が
あ
り
、
整
備
や
管

理
の
費
用
負
担
の
問
題
は
あ
る
が
、

小
笠
山
を
有
効
に
使
う
た
め
、今
後
、

掛
川
市
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

問 

地
方
自
治
体
や
教
育
機
関
が
若
者
を

地
域
の
主
体
と
捉
え
、
若
者
の
力
を
地
域

に
活
か
す
た
め
の
仕
組
み
を
整
え
れ
ば
、

若
者
自
身
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
、
長
期
的
な
地
域
の
財
産
形
成
に
つ
な

が
る
。
本
市
は
若
者
か
ら
意
見
を
聞
く
機

会
を
設
け
て
き
た
か
。

答 

平
成
26
年
度
か
ら
毎
年
8
月
に

本
市
と
共
同
で
理
工
科
大
学
が
地
域

学
講
座
を
開
催
。
若
者
の
視
点
か
ら

本
市
の
課
題
解
決
や
ま
ち
の
発
展
に

つ
な
が
る
具
体
的
な
事
業
提
案
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
同
大
学
女
子

学
生
で
構
成
す
る
「R

ikejo C
afe

」

の
活
動
で
は
愛
野
エ
リ
ア
の
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
冊
子
を
編

集
発
行
す
る
な
ど
、
地
域
の
魅
力
創

出
に
貢
献
い
た
だ
い
た
。 

平
成
27
年

度
か
ら
は
、
市
内
の
全
て
の
中
学
校

が
参
加
し
、「
中
学
生
未
来
会
議
」

を
開
催
。
中
学
生
か
ら
の
提
案
が
新

た
な
取
り
組
み
や
事
業
の
推
進
に
活

か
さ
れ
て
い
る
。

問 

愛
知
県
新
城
市
の
「
若
者
議
会
」
や
、

福
井
県
鯖
江
市
の
「
市
役
所
J
K
課
」、

牧
之
原
市
の
「
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
磐
田
市
の
「
ヤ
ン
グ
草そ

う
も
う莽

塾
」

の
よ
う
に
、
若
者
に
政
策
提
言
の
機
会
を

設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

理
工
科
大
学
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
地
域
学
講
座
」
に
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

の
学
生
、
袋
井
高
校
や
袋
井
商
業
高
校

の
ほ
か
市
外
の
高
校
に
通
う
生
徒
た
ち

に
も
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

高
橋 

美
博 

議
員

先
端
技
術
産
業
の
誘
致
を

浅
羽
海
岸
北
側
に

小
笠
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
を

若
者
の
意
見
・
提
言
を

活
か
す
市
政
に

外
国
人
の
住
み
や
す
い
環
境
整
備
を

日軽エムシーアルミ工場跡地

理工科大学の地域学講座の授業風景
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●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第1号）～地方創生「日本一
健康文化都市」実現戦略推進費～

　まちの国際化推進事業で企画す
る交流イベントについて、どういった

効果があったのか。

　外国人との接し方への心配や不安
を解消し、ホームステイ受け入れに

つながるステップになっている。また、
参加した外国人から、「とても楽しい時間
を過ごせた」などのコメントもあり、相
互理解の取り組みとして効果は大きい。

総
務
委
員
会

Q

A

Q

A

●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第1号）～地方創生「稼ぐチ
カラ」向上戦略推進費～

　Wi-Fi環境整備事業について、愛
野駅に設置することで、どれくらい

の範囲をカバーできるのか。また、愛野
駅からエコパまでにおけるWi-Fi設備の
設置位置を検討しているか。

　愛野駅では、発信源から半径
50mくらいに電波が飛ぶため、愛

野駅前広場にいれば、Wi-Fiを利用する
ことができる。 愛野駅からエコパまで
は、先日開催されたイベントで人の流れ
に合わせてWiFi機器を移動する実験も
行った。こうした移動可能型か固定型か
などの方向性は定まっていないが、何ら
かの形で対応していきたい。

●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第1号）～児童福祉費～

　子ども医療費助成制度の拡充に
ついて、現行制度では、未就学児

は、入院・通院無料、小中学生は、通院は
月4回まで500円、入院は無料となって
いる。平成30年10月診療分から、小中学
生の助成内容をそのまま高校生年代ま
で拡充するとしており、県の制度より手
厚いが、近隣市では入院・通院ともに無
料の自治体もある。本市との助成内容の
違いをどのように捉えているか。

　医療費がかかるのは未就学児が多
く、小中学生になると病院に行く回

数はかなり減る状況である。仮に小中学
生の通院月4回まで500円を無料とした
場合、4,000万円ほどの経費がかかる。
必要な時に必要な医療を受けていただく
ため、現在の助成内容をそのまま高校生
年代まで延長することとした。

民
生
文
教
委
員
会

Q

A

Q

A

●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第1号）～保育所費～

　袋井駅南地区に「ルンビニあゆみ園」
が整備された場合、平成31年4月の待機

児童数は何人になると見込んでいるのか。

　定員120人の施設であり、0歳から
2歳までは45人、3歳から5歳までは

75人の受け入れをしていただく予定であ
る。待機児童で最も多い年齢は1歳児であ
り、「ルンビニあゆみ園」の整備とあわ
せ、小規模保育施設への働きかけも行い、
待機児童ゼロを目指して進めていきたい。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
を
、
各
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

異文化カフェに参加された皆さん

「ルンビニあゆみ園」建設予定地
(袋井駅南地区まちづくり事業メディカル地区)
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●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第1号）～地方創生「稼ぐチカ
ラ」向上戦略推進費～

　愛野駅デジタルサイネージの概要
は。

　小笠山総合運動公園エコパや法多
山、静岡理工科大学などの最寄りの駅

となる愛野駅の自由通路部分にデジタルサ
イネージを設置し、画像・映像を通して利
用者へ観光情報やイベント情報、災害情報
などを発信・提供することで、立ち止まる
工夫、袋井市も知ってもらい、市内滞在
時間の拡大
を図るとと
もに、駅利
用者への利
便性や安全
性の向上を
図っていき
たい。

建
設
経
済
委
員
会

Q

A

Q

A

●平成30年度袋井市一般会計補正
予算（第1号）～地方創生「稼ぐチカ
ラ」向上戦略推進費～

　袋井駅前周辺等の街なかイルミネー
ションの目的や担い手は誰なのか。

　一人でも多くの方を車で通過させる
のではなく、車を置いて歩いてもらう

など、夜のにぎわいづくりを目的に実施す
る。担い手は、駅前商店街協同組合にも協
力を仰ぎ、商店街振興のためにも商店主な
どが主役となって考えてもらいたい。少人
数ではあるが観光協会青年部とも協力し、
商店街の振興を目指していきたい。
　今後は、観光協会や商工会議所などにも
協賛をお願いするなど、賛同者を増やすこ
とにも取り組んでいきたい。また、担い手
として、団体に限らず少人数の市民ボラン
ティアについても今後検討していきたい。

　政務活動費は、議員の調査研究・その他の活動に資するために必要な経費の一部として、市から会派に交付するもので
す。交付額は、地方自治法に基づき条例で定めており、会派の所属議員数に月額25,000円を乗じた額が、議会の各会派か
らの申請に基づいて毎年度各会派へ交付されています。

平成29年度 政務活動費の会派別収支状況

(単位：円)

会　派　名

無会派
高橋美博

自民公明クラブ
鈴木弘睦
田中克周
髙木清隆
戸塚哲夫
木下　正
佐野武次
村井勝彦
森杉典子

緑風会
戸塚文彦
村松　尚
大場正昭
岡本幹男
伊藤謙一
近藤正美

新生ふくろい
山田貴子
寺田　守

日本共産党
高橋美博
浅田二郎

無会派
大庭通嘉

無会派
竹野　昇

合　計

平成29年4月分 平成29年5月～平成30年3月分

収　

入

交付金 25,000 2,200,000 1,650,000 550,000 550,000 275,000 275,000 5,525,000 
雑収入

(預金利息、自己資金) 96,878 5 7 0 0 0 0 96,890 

計 121,878 2,200,005 1,650,007 550,000 550,000 275,000 275,000 5,621,890 

支　

出

 1 調査研究費 0 856,984 1,336,864 0 0 225,574 79,940 2,499,362 
 2 研修費 0 575,380 47,220 256,932 97,408 47,220 0 1,024,160 
 3 広報費 121,878 194,173 216,000 0 340,386 0 169,549 1,041,986 
 4 広聴費 0 0 0 0 0 0 0 0 
 5 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 
 6 会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 
 7 資料作成費 0 122,525 0 96,802 11,664 0 0 230,991 
 8 資料購入費 0 12,312 0 15,324 21,380 0 10,000 59,016 
 9 人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 
10 事務所費 0 32,000 0 66,778 8,000 0 4,000 110,778 

計 121,878 1,793,374 1,600,084 435,836 478,838 272,794 263,489 4,966,293 
残　余　金 0 406,631 49,923 114,164 71,162 2,206 11,511 655,597 

○残余金655,597円はすべて市へ返還済みです。

デジタルサイネージ
（55インチ×4画面）
(神奈川県秦野市の事例)
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〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会　　発行日／平成30年8月1日

植物油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

　ラグビーは最高のスポーツ（主観ですが）。
重量のある人、俊敏な人、腕力のある人、脚力の
ある人など多様な能力のある人達が「One For 
All、 All For One」の精神で、「ボールより前で
プレーしない」原則を守り、30人がぶつかりあ
うのが醍醐味です。「ノーサイド」で、敵味方関
係なく健闘をたたえあうのも素晴らしい。

　市議と市職員約 40 人が、着用しているユニ
フォームは、エコパスタジアムで試合が行わ
れる日本を含む８カ国地域のものです。

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
９月 3日（月）  開会、議案の説明
　　11日（火）  市政に対する一般質問
　　12日（水）  市政に対する一般質問
　　13日（木）  市政に対する一般質問
　　18日（火）  議案の審査（常任委員会）
　　19日（水）  議案の審査（常任委員会）
　　20日（木）  議案の審査（常任委員会）
　　21日（金）  議案の審査（常任委員会）
　　28日（金）  委員長報告～採決、閉会

　より開かれた議会を目指し、市政や議会活
動への理解を深めていただくために、平成30
年度の議会報告会を開催します。

※変更する場合もあります

場　所
時　間
日　程

①平成30年10月27日（土）
　午後７時から　月見の里学遊館２階集会室Ｃ
②平成30年11月３日（土）
　午後７時から　袋井市総合センター４階大会議室
③平成30年11月17日（土）
　午後７時から　メロープラザ２階会議室３

⑴ 総務委員会（人口減少社会を見据えた
　 地域公共交通のあり方について）
⑵ 民生文教委員会（幼小中一貫教育の推進について）
⑶ 建設経済委員会（空き家対策について）

ラグビーの 魅力

9月市議会定例会のお知らせ

議会報告会を開催します

No.66

市議会

多少ルールはわからなくても、

あの迫力と組織性は

観戦の価値があります。

日時・場所

テーマ

（広報委員：浅田二郎）

＊事前の申し込みは不要です。

6月市議会定例会開会日に、
ラグビーワールドカップ2019
を盛り上げるため、
代表ユニフォーム
を着用しました。

6月市議会定例会開会日に、
ラグビーワールドカップ2019
を盛り上げるため、
代表ユニフォーム
を着用しました。

昨年度の議会報告会の様子


